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西ブリジア語の文法構造一一動詞 (5)一一

清水 誠

Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk 

tiidwurd (5) 

(The A仰仰lRゆorton CulおlralScience 49.1 (No. 101). The Faculty of 

Letters. Hokkaido University. Sapporo. ]apan 2000. ISSN 0437.6668) 

SHIMIZU Makoto (mshimizu @lit. let. hokudai. ac. jp) 

~ 83 名詞抱合 (dehaadwurdynkorporaasje/ nomenynkorporaasje) 概観

(1) はじめに

名詞が動詞の一部として取り込まれ，単一の合成動詞(または「複合動詞J)

を形成する現象を名詞抱合(または「名詞編入J)という (N+V→[NV]v)。

オラン夕、語やドイツ語では，名詞部分が動詞から分離している分離動謂があ

り，これは西フリジア諾でも同様であるo しかし，オラン夕、諮やドイツ語，

それに英語では，名詞部分が動詞から分離していない非分離の合成動詣はき

わめて限られている。一方，西フリジア語ではこのような非分離の合成動詞

が数多く見られる。これはゲルマン語として特異であり，同言語特有の特徴

になっている。さらに，これは一般にフリジア諾群に共通し，西フリジア語

の東側に隣接するオランダ語ブローニンゲン方言(オ.Gronings)にも見ら

れる。以下では，名詞抱合という用語を非分離の合成動部形成に限定して用

い，その特徴を解説するo

次の2つの用例を比較されたい。
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北大文学研究科紀要

i) Heit lest de krante. i父は新開を読んでいる」

ii) Heit krantelest. i再上J (ULI'S， A 19 : 13) 

ii)が名認抱合の例である。 kranteleze[kr5nt;}IE:z;}] i新簡を読む」

(krantlezeも可)は，名認(ニ「被抱合名詞J)krante i新聞」が動詞lezei読

む」に抱合された動詞 (=i抱合動諮J)である。それにたいして， i)は分析

型の「名詞匂+動詞」による表現(ニ「動詔匂表現J)である。なお，この例

には特別に krantsje/kranterjei新聞を読む」という品詞転換による派生動詞

カ宝ある。

抱合動認に対応する動詩句表現には i前置語句+動詔」というタイプもあ

るO

iii) Mem spilet op 'e piano. i母はピアノをひく J (前盟諸句十動詔 op' 

e pinao spylje) 

iv) Memρianospilet. i向上J (抱合動詞pianospylje)

(2) 特徴:まとめ

西フリジア語の名詞抱合には次のような特徴がある。

① 生産性が高く，かなり自由に新しい語をつくることができる。抱合動

詞の数は辞書に記載しきれないほど多い。

② 名器抱合とならんで， i {名詞句/前置詩句}+動詞」による表現，すな

わち動詞匂表現がほとんどの場合に併存する。

③ 抱合動詞は 1語であり，しかも分離動謂と違って分離していなし当。

④被抱合名詞の語形は単数形とも複数形とも異なることがあり，合成語

の成分としてはたらく場合の語形と共通することがある。

⑤ 抱合動詫はもとの動詞の語形変化を継承する。すなわち，名詞抱合を

起こした強変化動語は強変化のままであり，オランダ語やドイツ語な

どと違って，弱変化になることはない。

@被抱合名詞は総称的な意味を表わし，特定の個別的な指示物を示さず，

単数・複数の区別も合意しない。

⑦ 抱合動詞は継続アスペクトを表わす「行為動詞J (エ.activity verb) 
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濁フリジア語の文法構造動認 (5)一

であり，完結・完了を合意する表現にはなりにくい。また，動詞句表

現に比べて，個々の 1田隈りの動作よりも継続・反復や習慢・性質・

能力などを示す典型的な動作表現に多用される。制度的・儀礼的・社

会的行為や比織のように，動詞勾表現に比べて意味的な拡張を起こす

こともある。

⑧ 被抱合名詞は動作主が表わす意図的な動作によって直接的な影響を被

り，動詞の意味役割を充足するものに眠られる。

⑨ 被抱合名諮は動詔匂表現における直接目的語や道具・自標・場所など

を示す前鷺語句に対応する。主語は，非人称動詩としての天候動謂の

一部や，非人称受動のように「内項J (エ.internal argument) とし

てはたらく場合を緯いて，抱合されない。

⑮ 恵接自的語を抱合した抱合動詞は，被抱合名認と同族の直接毘的語を

伴うことはなしこの意味では自動詞である。ただし，動詞との結び

つきの弱い「付加成分J (エ.adjunct)は，名詞抱合によって直接目的

語に統語的に昇格することがある。逆に，産謹話的語以外に動詞と結

びつきの強い「補足成分J (エ.complement)を伴う他動詞勾は，名

詞抱合によって非文になる。このように，名詫抱合は動詞の「項構造」

(エ.argument structure)を変化させる O

⑮名詞抱合には構文上の制約があり，語素的な毘定の度合いに応じて

個々の動認によって差がある。すべての抱合動認が問題なく現われる

ことができるのは，不定詩の名詔用法， te+第2不定詰(，en司不定詞J)

の前置詞用法と文用法，進行中の出来事を表わす'oanit十第2不定詰

構文」である。語集的に圏定した抱合動詞は，その他の場合にも現わ

れることができる o

⑫ 西フリジア諾(あるいはフリジア語群一般)において名詞抱合による

抱合動詞が広範囲で見られるのは，不定詞の種類として，動詞的性質

の強い第1不定詞(，e-不定詞J)のほかに，動詞的性質と名詞的性質

をあわせもつ第2不定調(，en・不定諦J)があり，基本語順がov裂で
あることと関係がある。すなわち，西フリジア諾の名詔抱合は第2不
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定調からの「逆成j(エ.back-formation)に由来し，このために他の

ゲルマン諾と違って，生産的であると考えられる。

~ 84 名詞抱合:個々の特徴

(1)生産性など

(a) 生産性

名詞抱合は西フリジア語では生産性が高く，かなり自由に新しい語をつく

ることができる。辞書にはすべての抱合動詞を記載できないほどである。

i) bierdrinke rピ…ルを飲むj，kofjedrinke rコーヒーを飲むj，teedrinke 

「お茶を飲むj，wyndrinke rワインを飲むj(以上 Zantema1984)， 

molkedrinker牛乳を飲むj(WFT 13/1996 : 370)， wetterdrinker水を

飲むj Cib. 16) 

ii) ierappelbouwe iジャガイモを栽培するj，ierappeldolle rジャガイモを

掘るj，ierappeldreagjerジャガイモのゆで汁を捨てるj，ierappeljaskje/ 

-skile rジャガイモの皮をむく j，ierappelpjukke/ -pripkje/匂Tkjer堀り

出したジャガイモを集めるj，ierappelsetterジャガイモの苗を植えるj，

ierappelskrobjeiジャガイモを洗ってよごれを落とすj，ierappelsproeie 

「畑のジャガイモに水をまくj，ierappelsuverje r畑のジャガイモを地の

雑草から選別するj，ierappelwaskjer皮をむいたジャガイモを洗うj(以

Zantema 1984)， ierappelsutelje rジャガイモの行商をするj(Dijk 

1997 : 137) 

iii) pianospyljerピアノをひく j，fioel(e)spyljeiヴ
P
アイオリンをひくj，fluit-

spylje rフルートを績奏するj(以上 Zantema 1984)， gitaarspylje rギ

タ…をひくj(Hoekstra 1998 : 61)， hoarnblaze rホルンを吹く j，

trompetblaze rトランペットを吹く j，tromslaan r太鼓をたたくj(以上

Zantema 1984) 

iv) artikelkopyearjei論文をコピーするj(←artikelr論文j+ kopyearjerコ
ピーするj)(Dijk 1997 : 14) 

cd-keapjerCDを買うj(←cdrCDj + keapjer翼うj)CHoekstra 1998 : 
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57) 

既存の動詞と競合する場合には，名詞抱合が起こりにくいことがある。た

とえば， autoride'車の運転をするJ，hynsteride'乗馬をするJ，reedride'ス

ケートをする」にたいして， ? fytsride '自転車に乗る」はほとんど使わない。

これはfytse'同左J がすでに定着しているためと考えられる (Dijk1997 : 

15)。

世オランダ語やドイツ語では名詞抱合は非生産的である。上記の用例に対応

するものとして，オランダ語ではpianospelenrピアノをひく J，vioolspelen 

「ヴァイオリンをひく J，paardrijden r乗馬をする」にほぼ限られる。対応

するドイツ誇の抱合動認はほとんど存在せず，合成名詞からの「逆成」によ

る技術的な専門用語が多い。

(b) 被抱合名詞の数

名詞抱合は 1自のみ可能であり，被抱合名認の数はひとつに制眼される。

De boer lade {de wein/hea}. r農夫は{車に(荷物を)/干し草を}積

んでいたJ (Dijk 1997 : 153変更)

→ De boer {weinlade/ healade}. '向上J (ib. 153変更)

→ネDeboer {weinhealade/ heaweinlade}. r農夫は車に干し草を積んでト

いたJ (ib. 155変更)

(c) 分離動詞・非分離動詞の名詞抱合

分離動詞や非分離動詞も名詞抱合ができる。ただし，動認によってはでき

ないこともある。これは分離成分(いわゆる「分離前つづりJの小辞(エ.

particle)が能動詞化の役目をはたし，名諮抱合の自動語化の性質と相容れな

いことや，動作の完結・完了を意味する「達成動詞J (エ.achievement verb) 

や「完成動詞J (エ.accomplishment verb)を形成することと関係がある。

たんに方向を示したり，動詞の語素的な意味を補足するにとどまる場合には，

名詞抱合は可能である。

① 名詞抱合:不可

apelsutelje rリンゴの行商をするJ (apel rリンゴ」十suteljer行商をす

る(自動語mei...の)J (Dijk 1997 : 137) 
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特*apelutsutelje r向上J (apel rリンゴ」十台tsuteljer ( . . .の)行商を

する(他動詞・分離動詞)J Ob. 137) 

apelite rリンゴを食べるJ (apel rリンゴJ十iter食べるJ)

特 *apelopiterリンゴを全部食べるJ (opite r食べ尽くす(分離動詞)J) 

(ib. 105) 

glesskilderje rガラスに絵を描く J (gles rガラス」十skilderjer絵を描

くJ) Ob. 122) 

。*glesbeskilderjerガラスに絵を描きつくすJ (gles rガラス」十be-
skilderje r絵を描きつくす(非分離動詞)J) (ib. 122) 

② 名詞抱合:可

teeynjitte iお茶をつくりCteerお茶」十ynjittei注ぎ入れる(分離動詞)J

(Dijk 1997 : 121) 

molkopnimme r牛乳のサンプルを採取するJ (molke r牛乳」十opnim-

me r採取する(分離動詞)J (Zantema 1984 : 630) 

bedopmeitsje i寝床を整えるJ (bed rベッド」十opmeitsjei整える(分

離動詞)J) (Hoekstra 1998 : 57) 

tafelklearmeitsje i食事の用意を整えるJ Ctafel i食事J十klearmeitsje

「用意する(分離動詞)J (ib. 57) 

(2) 形態的特徴:抱合動詞の 1籍としての性質

抱合動訴は 1語であり，次のような語の結束性(ド.Kohasion)を示す。

被抱合名読は単独の語として機能しない。

(a) アクセントとイントネーション

抱合動詞は被抱合名詞の部分に主アクセントがある。動詞匂表現では動詞

の部分に，より強いアクセントがある。

kofjesette [k5fjdSεtd]。本[kJfjdSEtd]rコーヒーをいれる」

右側の動詞部分に主アクセントを罷くことはできない。イントネーション

も右側の動詞部分だけでなく，抱合動詞全体にかかる(Dijk1997 : 20)。

(b) 線定詞・修飾成分，代名詞化
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酋ブリジア語の文法構造一動翁 (5)

被抱合名詞は名詩句を形成しない。どのような限定詰や修飾成分も伴うこ

とがなく，代名詞で受けることもできない (Dijk1997 : 13 ff. )。

① 不定冠詞，定冠詞

Ik wit dat er {{in/de} ko/{の/de}kij} slachtet. r私は彼が{{ある/

その}牛(単数)/ { {ある/その}牛(複数)}を屠殺していることを知っ

ているJ

Ik wit dat er {{*in/*de}/ {の/* de}} koslachtet. r私は彼が{{あ
る/その}/{ある/その}牛を屠殺していることを知っているJ

② 否定冠詞

被抱合名詞に否定冠詞gjinはつかず，否定文は否定諮netによるo

Ik wol gjin bier drinke. r私はビーノレを飲みたくないJ

Ik wol {*gjin/net} bierdrinke. r同上」

③ 所有代名認，指示代名詞，形容調，関係節

i) Hy hat al syn tosken poetst. r彼はもう(自分の)歯を麗いた」

Hy hat al {*syn/の}toskρoeおt.r向上J

ii) Sy moat noch dat skiep melke. r彼女はまだあの羊の乳をしぼら

なければならない」

Sy moat noch {*dat/の}skiepmelke. r彼女はまだ{あの/の}学の

乳をしぼらなければならないJ(skiepmelker羊の乳をしぼるJ，Dijk 

1997 : 41) 

iii) *Pake is nei de polder te grouwe bitewjudzjen. r祖父は干拓地に灰

色のビートを掘りに行ったJ (Dyk 1992 a : 51変更)

ただし r形容詞+名詩」で語業的に 1語として国定している場合に

は許される。

Pake is nei de polder te reade bitewjudzjen. r祖父は干拓地に赤カ

ブを掘りに行ったJ (reade byt r赤カブJ) Gb. 51変更)

iv) Hy wol de wyn drinke， dy't er juster kocht hat. r彼は昨日費った

ワインを飲みたがっている」

Hy wol wyndrinke， {*dy't er juster kocht hat/の}.r彼は{昨日
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貿った/の}ワインを飲みたがっているJ

④代名詞化

Heit begun {de karre/him} te triuwen. ，.父は{荷車/それ}を押し

はじめた」

Heit begun te {初rretriuwen/*himtriuwen}."同上J (karretriuwe"荷

主義を押すJ，Dijk 1997 : 133) 

(c) その他の統語的な制約

被抱合名詞には独立の名詞句で可能な統語現象が許されないことがある。

定動認の主文第2位への移動や te十不定詞で、の分離がで、きず，空所化も起こ

らない。

① 主文第2位への移動， te十不定詞での分離

Ik slypje de messen. ，.私はナイフをとぐJ (Dijk 1997 : 4変更)

Ik {mωes砂ie/*slypje messe}. ，.同上J (ib. 4変更)

Ik holp har de messen te slypjen. ，.私は彼女にナイフをとぐのを手

伝った」

Ik holp har {te messeslypjen/*messe te slypjen}. ，.向上J

② 空所化(Dijk1997 : 22) 

Anneke wol apels ite en Jantsje parren_i・「アネケはリンゴを食べ

たがり，ヨンチェは梨を食べたがるJ

牛争*Anneke wol aρelitei en J antsje仰rre_i・「向上J

③ 等位接続での前方削除

これは可能で、ある(合成語でも閤様)。逆に，動詞勾表現では許されな

い (Dijk1997 : 22)。

* Anneke wol apels _i en J antsje parren itei. ，.向上J

特 Annekewol apel_i en Jantsjeρarreite. ，.向上J

(d) 語形成

抱合動詞は接頭辞fer噂などを伴って，非分離動詞を形成することがある。

一般に，語形成の対象となる要素は 1語となった諾に限られるので，このこ

とも抱合動詞が1語である証拠になる。
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fersupedrinke'脱路粉乳の飲みすぎで腎を痛めるJ(fer-十supe'脱臨

粉乳J十drinke'飲むJ (Dijk 1997 : 91) 

ferkaartspylje'トランプ遊びで損をするJ(fer-+ kaart'トランプ」十

spylje '遊ぶJ) (ib. 91) 

(3) 形態的特徴:被抱合名詞の語形

被抱合名詞の語形は単数形語幹と異なることがある。

(a) ，接合のeJ(ド.Fugen-e，フ.e引 19umint)を伴う語

単数形語幹に「接合のeJを付加する語がある (Dijk1997 : 33 ff.)。

parreite '梨を食べるJ(par '梨J十ite'食べるJ)

brieveskriuwe '手紙を書く J(brief '手紙」十skriuwer書く J)

stekkefervje '柵にペンキを塗るJ(stek '柵J+fervje '塗装するJ)

hynsteride '乗馬をするJ(hynst '馬J+ride，(車・馬に)乗るJ)

「接合のeJがつかない語が併存することもあり，その有無には個人差もあ

る。

parite '同上J/briefskriuwe'同上J/stekfervje '同上」

単数形語幹が田eで終わるものでは，接合のeJの有無は不明である。

bonkepluzje '管をかじるJ(bonke '骨」十pludzje'少しずつ食べるJ)

tukeseagje '枝切りをするJ(tuke '枝」十seagje'のこぎりで切るJ)

「接合のむには次のような特徴がある。

① 「接合のeJの条件

複数形がモnの名詩だけに付加される。

parreite '梨を食べるJ(par '梨」→複数形parren)

brieveskriuwe '手紙を書くJ(brief '手紙」→複数形br匂ven)

stekkefervje '捕にペンキを塗るJ(stek '楠」→譲数形stekken)

複数形が“sなどの -en以外の名詞にはつかない。また，もは名詞抱合の接

合要素にはならない(合成語の接合要素にはなる)。

apeli te/ * a pelei te/本apelsite'リンゴを食べるJ(apel'リンゴJ→複数形

apels) 
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finsterfervje/吋insterefervje/*finstersfervjer窓枠にペンキを塗る」

(finster r窓」→複数形 finsters)

autowaskje/百utoewaskje/キauto'swaskjer洗車するJ (auto r主主J→

複数形auto's十waskjer洗うJ

② 「接合の eJの有無による意味の差

有無に揺れが認められる語では r接合の eJは複数形の意味を誘発す

る。したがって，物質名謂では出ない。

i) Wy sille moarn ste.般rvje.r私たちは明日，櫛にペンキを塗るつもり

ですJ (Dijk 1997 : 35変更)

ii) Wy sille moarn stekkφrvje. r同上J (ib. 35変更)

i ) stekfervjeは r1枚あるいは 2枚以上塗装するJ，ii) stekkefervje 

は r2枚以上塗装するj の意味に解釈されやすい。

その飽の語では，単複両方の意味に解釈できる。

tukeseagje r ( 1本あるいは 2本以上)枝切りをするJ (tuke r枝J，単数

形語幹 .e)

autowaskje r ( 1台あるいは 2台以上)洗車するJ (auto r車」→複数形

auto's) 

「接合のむが複数形の -enと鰐らかの関係があることは否定できない

が，被抱合名詞が複数形として現われることはない。

parreite/ *parrenite r梨を食べるJ

brieveskriuwe/*brievenskriuwe r手紙を書く J

stekkefervje/*stekkenfervje r柵にペンキを塗るJ

tukeseagje/本tukenseagjer枝切りをする」

(b) r接合の eJを伴わない語

① 単数形語幹をそのまま使う

balsmite rボール投げをするJ (bal rボール」十smiter投げるJ)

ruthimmelje rガラス拭きそするJ (rut rガラスJ竹1Immeljer捕除す

るJ)

apelite rリンゴを食べるJ (apel rリンゴJ十iter食べるJ)
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② 「苦手jれJ を起こす語

fuotfeie [fwotfaiCl，.. fE:ICl] r靴みがきをするJ(foet [fUClt] r足J十feie

「掃し掃除するJ)

hierknippe [jIrknlpCl] r散髪するJ(hier [hiClr] r毛」十knipper切るJ)

hoasstopje [hwastコpjCl]rストッキングをかがるJ (hoas [hOClS] rス

トッキング」十stopjerつくろうJ)

③短母音化を起こす語

hushalde [hysh::J:dCl] r家計・家政をつかさどるJ (hus [hu:s] r家」十

halde r保つJ

hanwaskje [h5nv::JskjCl] r手洗いをするJ (han [h::J:n] ートwaskje

「洗う J; hanwaskjeも可)

aisykje [aisikj8] ，(野鳥の)卵探しをするJ (aai [a:iJ '卵」十sykje

「探すJ; aaisykjeも可)

④語末の蜘eを欠く語形が併存する

kranteleze/krantleze r新聞を読むJ (krante '新開」十lezer読むJ)

fioelespylje/fioelspylje rヴァイオリンをひく J (fioele 'ヴァイオリ

ン」十spylje'演奏するJ)

molkedrinke '牛乳を飲むJ (molke r牛乳」十drinker飲むJ) (WFT 

13/1996 : 373) 

持 molkfarrer牛乳を船で運ぶJ (molke r牛乳」十farrer船で運ぶJ)

(ib. 370) 

⑤縮小形を用いる

小さな事物を意味する場合。

beantsjetriedzje rインゲンの筋をとるJ (beantsje←bean 'インゲ

ンJ十triezdje'(立などの)さやをとるJ)

blomkenaaie'花の刺織をするJ(blomke←blomr花」十naaie'縫う J)

子供の遊びゃ親しみなどの感情がこもった表現。

fjurkestoke r火遊びをするJ (fjurke← fjoer r火J+stoke r (火を)起

こすJ)
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tomkesobje r親指しゃぶりをするJ(tomke←tomme r親指」十sobje

「しゃぶるJ)

roltsjeride rローラースケートをするJ(roltsje←role rロ…ラー」十

ride r (車などで)行く J)

boatsjefarre r船遊び、をする，ボートをこぐJ(boatsje← boat rボー

トJ十farrer (船で)行く J)

縮小形接尾辞は「接合のむと向操に，接合の要素としてはたらいてい

るともいえる (Dijk1997 : 36， Hoekstra 1998 : 56)。これは合成語で

も縮小形接尾辞がつくものがあることと関係がある。

goudsjeblom rマリーゴールド(植物)J (goudsje←goud r金J+blom

「花J)

skipkelju r居住用の船に住む人々J(skipke← skip r船J十ljur人々J)

(c) 被抱合名調と合成語成分の語形

単数形と異なる被抱合名詞の語形は，合成語の成分に用いることがある。

抱合動調 fuotfeie [fwotfai<l， ... fEI<l] r靴みがきをする」

~合成語 fuotbal [fwotb::>I] rサッカーJ(foet r足J→ fuot倫 r割れJ)

hushalde [hysh::>:d<l] r家計・家政をつかさどる」

~húsfrou [hysfrJu] r主婦J(hus r家」→hus-，短母音化)

parreite r梨を食べるJ~parrebeam [par<lbI<lm] r梨の木J(par r梨J

→ parre-， -eの付加)

『オランダ語でも -enとならんでeを合成語の成分に用いることがあっ

たが，標準語の発音では -enと区別がなく， 1995年の正書法改革以来， -en 

に統一された。

フ.parrebeam r梨の木」特オ.perenboom r関上J(←古pereboom)

ブ.messelizzer rナイフ震き」特オ.messenlegger r向上J(←古messe-

legger) 

フ.messemakker/mesmakker r刃物師」。ォ.messenmaker r向上J( 

古messenmaker)

(4) 形態的特徴:抱合動詞の語形変化

抱合動認はもとの動詞の語形変化を継承する。強変化動詞は名詞抱合に
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よって抱合動詞になっても，強変化のままである。

i )強変化 drinke i飲む」一過去形 dronk一過去分詞 dronken

強変化 teedrinkeiお茶を飲む」一過去形 teedronk-過去分詞 tee伊

dronken 

ii)強変化 skriuwe i書く」一過去形 skreau一過去分詞 skreaun

強変化 brieveskriuwei手紙を書く」一過去形 brieveskreau 過去分

謂 brieveskreaun

官オランダ語やドイツ語では，強変化動詞をもとにした抱合動詞は弱変化動

諮になることが多い。

オ.強変化 zuigen r吸う」一過去形 zoog一過去分詞 gezogen

弱変化 stofzuigen r電気掃除機で掃除する」一過去形 stofzuigde一過

去分詩 gestofzuigd

強変化 houwenr彫る，削るJ 過去形 hieuw 過去分詞 gehouwen

弱変化 beeldhouwen r彫刻する」一過去形 beeldhouwde 過去分認

gebeeldhouwd 

ド.強変化 saugenr吸う」 過去形 sog/saugt巴一過去分認 gesogen/

gesaugt) (r電気掃除機で掃除する」という意味では弱変化)

弱変化 staubsaugenr電気掃除機で掃除するJ一(過去形 staub-

saugte)一過去分詞 staubgesaugt

強変化 preisen rほめる」一過去形 pries一過去分調 gepriesen

弱変化 lobpreisenr賛美する(文語的)J一過去形 lobpreiste/lob-

pries 過去分詞 gelobpr巴ist/lobgepriesen(Duden Bd_ 6/ 

19993 : 2447)， lobgepriesen/lobgepreist (Brockhaus-W ahrig 
4_ Bd. /1982 : 506) 

(5) 意味的特徴

(a) 被抱合名諦の意味的特徴

(2)(b)と(3)(a)で述べたように，被抱合名詩は総称的・典型的な意味を表わし，

単数・複数の区別を合意せず，呉体的・{蕗期的な指示物は示さない。ただし，

感情的な強調表現に限って例外的に見られることがある。

N 0 moatte jim ophalde te Fritsnarjen_ iもうフリッツいじめはやめなさ

いよJ (Dijk 1997 : 67) 

『オランダ語フローニンゲ

抱合できる。

(オ.Gronings)では固有名詞もふつうに
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Nou mot je ophollen te Piter Moatjeρesten. rもうピテル・モアチエをい

じめるのはやめなさいよ J (Schuurman 1987 : 186) 

(b) 抱合動詞の意味的特徴:アスペクトと意味的拡張

① 継続・反復

抱合動諮は動作の継続の意味を表わす額向が強く，瞬間的な動作や完

結・完了を合意する表現には適さない。つまり r行為動詞J(エ.activ-

ity verb)である。

i) Gurbe ste砂 rve{*戸1in oere/ oerenlang}. rグルベは柵を{I時間で

塗装し終えた/何時間も塗装していた}J (stekfervjer欄そ塗装するJ，

Dijk 1997 : 35) Cib. 47変更)

Gurbe ferve it stek yn in oere. rグルベは捕を 1時間で塗装し終え

たJ Cib. 47変更)

ただし，反痩的な動作の場合には全体として継続性が表現されるので，

抱合動詞が許される。

ii) Boukje knyndeadet oerenlang. rパウキエは何時間もウサギを屠殺し

ている(=何毘も立て続けに罵殺している)J Cib. 102変吏)

Boukje deadet oerenlang kninen. r向上J Cib. 102変更)

② 習慣・性質・能力

抱合動詞は動詩匂表現と対比すると，個々の 1回限りの動作よりも習

慣的動作を表わしやすく，動作の遂行よりも主語の性質や能力を表わ

しやすい(ただし，義務的にそうである必要はない)。

i) Us mem bolebakt {al jierrenJ7の} mei nocht. r母は{もう何年も/

の}好きでパンを焼いている(習慣)J (bolebakke) (Dijk 1997 : 29変

更)

Us mem bakt mei nocht in bole. r母はパンを焼くのが好きだJ Cib. 

29変更)

ii) Tsjitske gitaar.ゆilet.rチツケはギターがひける(能力)J (gitaar-

spylje) CHoekstra 1998 : 61変更)

Tsjitske spilet gitaar. rチツケはギターをひいているJ Cib. 61変更)
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③ 制度的・犠礼的・社会的行為，比轍

語素的に屈定した抱合動謂の中には，動詞句表現に比べて，全体でま

とまった概念を形成し，制度的・儀礼的・社会的行為や比轍を表わし

やすいものがある。

i) Wy kofjedrinke om trije oer・e.，.私たちは3時にコーヒープレイクの

時間を取る(二お茶にする)J (コーヒーを飲み，菓子などを食べ，談

笑し， くつろぐ) (Dijk 1997 : 51変更)

Wy drinke om trije oere kofje. ，.私たちは 3時にコーヒーを飲む」

(ただコーヒーを飲むだけ) (ib. 51変更)

ii) skGtsjesile"ヨット遊び(スクチエシレン)をする(コフリースラント

の伝統的なスポーツ)J

mei in sk会tsjesile ，.ヨットに乗る(ニただ乗るだけ)J

iii) komelke ，. (小さな)牧畜業を営む，牛の乳をしぼる」

{in ko/kij} melke ，.牛{単数/複数}の手しをしぼる」

iv) Klaas fytsmakket. ，.クラースは自転車修理・製造を職業にしている」

(fytsmeitsje) (Dyk 1992 a : 57) 

Klaas makket in fyts. ，.クラ…スは自転車を(素人として)修理・製

造しているJ (ib. 57) 

v) kieskauje"いやいや(まずそうに)食べるJ(kies"砂利J+kauje，.噛

むJ)

(c) 抱合動認の意味的特徴主題関係

名詞抱合は，動作主主語による意図的な動作が，抱合動認の意味役割を充

足する被抱合名詞に，産接的な影響を及ぼす場合に限られる。

① 名詫抱合:可

It bernρlaatsjekleuret. ，.子供はプレートに色を塗っているJ(plaat 

「プレートJ+ kleurje ，.彩色するJ (Dijk 1997 :変更)

It bern faasbrekt. ，.子供が花瓶を割っているJ(faas ，.花瓶」十brekke

「割るJ) Ob. 79変更)

Minne radioharket. ，.ミネはラジオを聞いているJ(radio ，.ラジオ」十
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harkje ，(注意して)開く (nei...を)J) Ob. 101変更)

Bonne balsmiet. Oege balsloech mei in stok. 'ボネがボー/レを投げ

た。ウーへが棒でボ…ノレを打ったJ(bal 'ボール」十smite'投げるJ/

slaan '打つJ)Gb. 96変更)

②名詞抱合:不可

*De undergeande sinne huskleuret. '沈む太陽の光が家々を照らして

いるJ(hus '家」十kleurje'彩色するJ) (Dijk 1997 : 97) 

*De balfaasbrekt.'ボールが当たって花瓶が割れているJOb.79変更)

* Loltsje autoheaげ，ロルチエには車の音が耳に入ってくるJ(auto 

「車」十hearre'関こえるJ)Gb. 100変更)

*Beart kadootsjekrige de hiele dei. 'ベアトは一日中，プレゼントを

もらっていたJ(kadootsje'プレゼントJ十krije'得るJ) Gb.97変更)

(6) 統詩的特徴:被抱合名詩

(a) 直接目的語の抱合

他動詞の直接話的語は抱合されやすい。ただし，動作主が示す意図的な動

作によって，直接的な影響を被る被動作主の場合に眠る。 (5)(c)など，すでに

挙げた多数の用併を参照。

(b) 前置詞匂話的語の抱合

道具・目標・場所などを示す前震語句内に現われる名詞も，動作主が示す

意図的な動作によって護接的な影響を被り，動詞の意味役割を充足する場合

には，抱合できることが多い (Dijk1997 : 137 ff)。

①道具

fisksutelje '魚、の行商をするJ(mei fisken '魚、でJ十回telje'行商をす

るJ)

masinemolke '機械で乳しぼりをするJ(mei in masine '機械でJ十

molke '乳しぽりをするJ)

tou(tsje)dunsje/ -springe '縄跳び、をするJUou(tsje)'縄」十dunsje'踊

るJ/springe'はねるJ)
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② 自標

einsjitterカモをねらい撃ちするJ(op in einrカモに向かつてJ+ sjitte 

「射撃するJ)

ikelsykje rどんぐり拾いをするJ(nei in ikel rどんぐりを求めて」十

sykje r探すJ)

③場所

bedmige rおねしょをするJ(op in bed rベッドの上でJ十miger小使

をするJ)

pianospylje rピアノをひく J(op 'e piano rピアノ(の鍵盤)の上でJ十

spylje r演奏するJ

sleatsjespringe r側溝を飛び、越すJ(oer in sleatsje r側溝の上をJ+

springe r飛び、越すJ)

autoride r車を運転するJ(yn in auto r車の中でJ+rider運転するJ)

④ 時間

稀に見られるにとどまる。

junpratel -pizelje I晩に訪問するJ(jun I晩J+pratel話すJ/pizeljeI楽

しく共にいるJ)

junfrije I晩に恋人を訪ねるJ(frije I求愛するJ)

nach出rakeI徹夜で仕事をする，飲み明かす，夜遊びするJ(nacht 

「夜」十brakeI夜に活動する(古語)J) 

b記migerおねしょをする」とは雷えても， *bedleze r審床で本を読む」と

えないのは， miger小髄をする」と違って，leze r読書するJではb記「ベッ

ド」に誼接的な影響が及ぶとは考えにくいためである。同様に， autorider車

を運転する」は運転手が誼接，自動車の運転する場合に限られ，タクシーの

乗客のように同乗するだけの場合には使えない。このときには，yn in auto 

ride r車に乗る」と表現する Gb.142)。つまり，たんに動作を類別する場合

には，名詞抱合は起こらない。

( c) 主語の抱合

{也動詞，および能格動詞・非能格動詞の区別なく自動詞一般の主語は抱合
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されない。次の天候動詞では可能だが，これは非人称動詞である。

sniewiskje/-jeie r吹雪く J(snie 

駆するJ}) 

十 {wiskjer吹きまくるJ/jeier疾

De snie hat {wiske/jageL r吹雪いたJ(Dijk 1997 : 163) 

→It begjint te sniewisわen.r吹雪になるJ(ib. 76) 

It sniejaget. r吹雪いているJ(Zantema 1984 : 936) 

を抱合すると，無主語構文が生じることになるが，西フリジア語には

能動態で無主語構文がない。したがって，主語の抱合は統語論的に不可能で

ある。ただし，虚辞としての非人称代名詞 itを有する非人称動詞ではそれが

許される。この場合， wiskje r吹きまくるjjeier疾駆するJは能格動詞であ

り， snie r雪」はその「内項J(ヱ.internal argument)である。ただし，他

の天候動詞はほとんど抱合動詞ではない。

抱合動詞は主語を欠く非人称受動でも，受動の助動認に支配された過去分

として現われるo

i) Der {wurdt in apel/wurde apels} iten. rリンゴが食べられているJ

(人称受動)(Dijk 1997 : 114) 

ii) Der wurdt apeliten. r向上J(非人称受動) (ib. 114) 

i )の inapel/ apels rリンゴ(単数/複数)Jは内項としての主語であり，

ii)のように抱合動詞を使うことができる。これは能動態でapeliterリンゴ

を食べる」という抱合動詞が使えるのと閉じである。このように，主語の抱

合は内項としては可能な余地があるが，統語的な制限が強く，稀である。

なお， noasbliede r鼻血が出る」は「鼻が (noas)出血する (bliede)Jでは

なく r彼は鼻から出血しているJ(Hy blet ut 'e noas.) という場所の表現

に由来し，主語の抱合ではない。

昨日本語には「泡立つJ (←泡が立つ)のように，能格動詞(非対格動詞)の

主語が抱合される例がある。日本語では「外項J(エ.巴xt巴rnalargument) 

としての非能格動調の主語は抱合できないが，内項ならば主語も抱合でき

る(影山 1993: 197， 1997 : 44)。一方，西ブリジア語ではskom/skum'海」

という名詞から接尾辞固たによって， skomje/ skumje '泡立つ」という動詞

を品詞転換によって派生する。
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(d) 接頭辞beーとの比較

直接的な影響を被る目的語を対象とするという点では，動作の影響が目的

語全体に及ぶことを示す接頭辞be悶(オ./ド.be-)も類似している (Veenstra

1988 : 149 ff.)。ただし，名詞抱合からは前置詞匂としての補足成分を伴わな

い自動詞が生まれ ((b)参照)，接頭辞be-からはそのような補足成分を伴うこ

とのできる他動詞が生まれる。

buter op in stikje bole smarre I 1枚のパンにバターをぬる」

→in stikje bole mei buter besmarre IパンをバターでぬりつくすJ

{*mei buter /の}bolesmarre Iパンに(パタ…などを)ぬるJ

op 'e piano spylje Iピアノをひく J

→pianospylje/piano bespylje I同左」

De boer belade de wein mei hea 

た」

は干し草を積んで車を一杯にし

De boer weinladeいmeihea/の}_I農夫は車に{干し草を/(荷物を)} 
積んで、いたJ (Dijk 1997 : 153) 

また，すべての動詞勾表現が名詞抱合と接頭辞be-の両方に対応するわけ

ではない。

oer in sleatsje springe I側溝を飛び、越すJ→sleatsjespringe/本insleatsje 

bespringe I関左J (ib. 144) 

op in ein skine I (おびき寄せるために)カモに照明を当てるJ

→*einskine/in ein beskine I向左J (ib. 144) 

(7) 統語的特徴:抱合動詞の境構造

名詞抱合は動詞の支配関係，すなわち I項構造J(エ.argument structure) 

を変化させる。

(a) 誼接目的語

「誼接目的語十動詞」の名詞抱合は他動詞の自動詞化に相当する。抱合動詞

は被抱合名詞と同族の誼接目的語を支配できない。

Buorman autohimmelet alle sneinen {* syn BMW /の}.I隣人は日曜
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日にはいつも{自分の BMWを/の}車掲除をするJ(auto I車J+him-

melje I掃黙するJ)(Dijk 1997 : 40変更)

(b) その他の「補足成分J(エ.complement) 

直接話的語以外に動詞との結びつきが強い補足成分を含む構文では，名詞

抱合を行なうと，統語的に名詞抱合が不可能になる。

① 間接話的語

De listluker jout de besikers plakplaatsjes. I筆頭候補者は訪問客に

ポスターを配っているJ(Dijk 1997: 77変更)

→*De listlukerρla卸laatsjejoutde besikers 

②道呉・方向など

(ib. 78変更)

Heit set de boeken op it rim. I父は書棚に本を並べているJ(Dijk 

1997 : 146変更)

→Heit boekset {*opitrim/0}. I父は{書棚に/の}本を並べている」

(ib. 146変更)

De boer lade de wein mei hea. I農夫は車に干し草を積んでいた」

Cib. 78変吏)

→ De boer weinlade {ネmeihea/キhea/0}.I農夫は主主に{干し事を/

干し草を/(荷物を)}積んでいたJ (ib. 78， 153変更)

De boer lade hea op 'e wein. I農夫は子し草を車に積んでいたJ(ib. 

153変更)

→ De boer heala砕いop'e wein/*de wein/の}.I農夫は干し革を{車

に/車に/の}積んでいたJ I向上J (ib. 152 f.変更)

③ 「小節J(エ.small clause) 

Mem bakt de bole brun. I母はパンを小麦色に焼いているJ(Dijk 

1997 : 149変更)

→お1emb6lebakt {*brun/の}.I母はパンを{小麦告に/の}焼いてい

るJ(ib. 149変更)

Kees tekenet fugels sturtleas. Iケースは鳥たちを尻尾なしに描いて

いるJ (ib. 115変更)
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→Kees j涜igeltekenet{*sturtleas/の}.rケースは鳥たちを{尻尾なし

に/の}描いているJ (ib. 115変更)

④再帰代名詞

jin baaie r水溶びする，入浴する」→{*jin/の}sinnebaaie '日光浴す

るJ (sinne '太陽J)

⑤ 直接呂的語以外の補足成分が謹数ある場合

この場合も同様に名詞抱合ができない。

Ik keapje altiten bδle fan 'e bakker foar fiif gfine. '私はいつもパン

麗から 5ギルダーで白パンを買う J (ib. 154変更)

→Ik bdlekeapje altiten {*fan 'e bakker/*foar fiif gune/本fan'e 

bakker foar fiif g合ne/の}.r私はいつも{パン麗から/5ギルダー

で/パン震から Sギルダーで/の}白ノTンを買う J (ib. 154変更)

(c) r付加成分J (エ.adjunct) 

所有の与格のような「自由な与格」や場所を示す前霞詞勾のように，動読

との結びつきが弱い付加成分を伴う他動詞構文では，名詞抱合は可能で、ある。

たとえば次の用例では， op'e ruchskerneは方向の意味(，堆肥の山の上に

向かつてJ)では補足成分だが，場所(位置)の意味(，堆把の山の上に立ってJ)

では付加成分であり，あいまいである。しかし，名詞抱合を伴うときには後

者の意味に思られる。

Jelle lege de jiskepanne op 'e ruchskerne. 'イエレは{堆肥の山の上に

向かつて/堆肥の山の上に立って}灰皿を空にしていたJ (ib. 160) 

→Jelle jiskゆanηelegeop 'e ruchskerne. 'イエレは{*堆臆の山の上

に向かつて/堆肥の山の立って}灰盟を空にしていたJ (ib. 160) 

所有の与格のような「自由な与格」や場所(位置)を示す前置詞匂は，名

詞抱合によって直接目的語に統語的に昇格することがある。

①所有の与格

i) Sy wol him it hier knippe. '彼女は彼の髪を切ろうと思っている」

(所有の与格 himr彼J) (Dijk 1997 : 41， 157変更)

→Sy wol him hierkniPpe. '彼女は彼を散髪しようと思っているJ (直



北大文学研究科紀要

接岳的語 himr彼J) Gb. 41， 156変更)

ii) Him moat it hier knipt wurde. r彼は髪を切ってもらう必要があるJ

(受動態，主語 ithier r髪J) Gb. 41， 157変更)

→ Hy moat hierknipt wurde. r彼は散髪してもらう必要があるJ (受

動態，主語 hyr彼J) Gb. 41， 157変更)

②場所(位置)

i) Ik moat yn 'e keamer noch behang plakke. r私は部屋の中にまだ壁

紙を貼らなければいけないJ (Dijk 1977 : 158変更)

→ Ik moat de keamer noch behangPla帥er向上J (荏接自的語de

keamer r部屋J) Gb. 158変更)

→De keamer moat noch behangρlakt wurde. rその部屋はまだ壁紙

を貼られなくてはいけないJ (受動態，主語 de keamer r部麗J)

Cib. 42変更)

ii) Wy sille yn 'e grutte seal noch de flier feie. r私たちは大広間の床も

まだ掃除するつもりですJ Gb. 158変更)

→Wy sille noch de grutte seal flierfeie. r同上J (誼接目的語 de 

grutte seal r大広間J)Cib. 42， 158変更)

→De grutte seal sil noch flieJ角'gewurde. r大広間はまだ捕除される

予定ですJ (受動態，主語 degrutte seal r大広間J) Gb. 158変更)

次の併が示すように，所有の与格以外の「自由な与格」は抱合できない。

Sy wol him de blikke meane. r彼女は彼のために芝生を刈ってやり

たいと患っているJ (him利害の与格) Gb. 159変更)

→唱ywol him blikkemeane. r向上J Gb. 159変更)

場所(位置)を示す前置詞匂でも，意図的な動作によって誼接的な影響を被

るものでなければ抱合できない。次の用併は， de tun r庭」がkrant1ezer新

聞を読む」という動作によって誼接的な影響を被るとは考えにくいために，

非文になるo

Sake lest de krante yn 'e tun. rサーケは躍で新簡を読んでいるJ Gb. 

160変更)
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→ Sake krantlest {ネdetun/の}.rサーケは{庭で/の}新聞を読んで

いる J Gb. 160変更)

"""オランダ語やドイツ諾の抱合動調も直接目的語を伴って他動詞として機能

することがある。

オ.Marijke stoj主u忽dedεkamer.rマレイケは部屋を電気掃除機で掃除し

たJ (Dijk 1997 : 167変更)

ド.Marie hat {den Fuβboden/ den Teppich} sωubgesaugt. rマリーは
{床を/じゆうたんを}電気掃除機で掃除したJ (侶Brocはk王hm出1おs
Bd. (19伺83仁:9卯04ω)はs坑ta加ubsa加ug群enが対格包的語{伴半うのは稀としている)

(8) 統語的制約

(a) 語素的に屈定していない抱合動詞

名詞抱合には統語的な制約がある(Dijk1997 : 24 ff.， Hoekstra 1998 : 57 

f.)。語桑的に固定していない抱合動諮(例.waskmasinekeapjer洗濯機を質

うJ)でも問題なく現われることができるのは，次の 4つの第2不定詞構文で

ある。

① 第 2不定詞の名詔用法

(It) waskmasinekeaρ'jen is moedsum wurk. r洗濯機を買うのは骨の折れ

る{士事だ」

By it waskmasinekeapjen hat er yn 'e winkel syn freondinne met. r洗

濯機を買っているときに，彼は庄の中で恋人に会ったJ

② r oan it十第2不定詞構文J (進行中の動作)

Hy is oan it waskmasinekea，ρ>jen. r彼は洗濯機を買っているところだ」

③ te+第 2不定詞の前置詞用法

丘ygiet nei de winkel ta te waskmasinekeapjen. r彼は屈に洗濯機を買

いに行く」

④ te十第2不定詞の文用法

Syn freondinne helpt him te waskmasinekeapjen. r彼の恋人は披に洗濯

機を買う手伝いをするJ

これ以外の構文では名詞抱合ができないことがある。この場合には動詞匂

表現を義務的に用いる。
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⑤ その他の不定詔の用法

*Hy wol hjoed net waskmasinekeapje. r彼は今自，洗濯機を買いたくな

いと思っている」

*Hy freget syn freondinne om foar him te waskmasinekeapjen. r彼は

恋人に自分のために洗濯機を襲ってくれと頼む」

*Hy sjocht har waskmωinekeapjen. r彼は彼女が洗濯機を賢うのを見て

いる」

⑥ 過去分詩

*Hy hat hjoed net wαskmasinekocht. r彼は今日，洗濯機を買わなかっ

た」

本Derwaard net waskmasinekocht. r洗濯機が買われなかった」

⑦ 現在形・過去形

* Hy { waskmasinekeapet / waskm邸 inekocht}noait yn dizze winkel. r彼

はけっしてこの屈で洗器機を{賀わない/買わなかった}J

(b) 個々の動詞による相違

語桑的に閤定した抱合動詞は，上記の統語的制約から自由なことがある。

制約の強さは，語桑的な閤定の度合いに応じて，個々の動詞によって異なる。

① その他の不定詞の用法

Ik ha nea witten dat sy sa alderheislikste moai初ntklossekoe. r私

は彼女がそんなにすばらしくボビンレース織りが上手だとはまったく

知らなかったJ (kant rボビンレース」十klosserレース編みをするJ)

(ULI'S， B 19: 14) 

Loltsje seach Gurbe apelpldkj，仰 rロノレチエはグルベがリンゴを檎む

のを見たJ (apel rリンゴ」十plokjer摘むJ) (Dijk 1997 : 200変更)

De buorlju ha us frege， om jun by haげ仰 tehuswaηien. rお隣さん

が私たちに今夜，留守番をしてほしいと頼んだJ (husr家」十warjer守

るJ) (Hoekstra 1998 : 58変更)

② 過去分詞

Heit hat hiel wat of geitmolken. r父はたくさんヤギの乳しぼりをし
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たJ (geit rヤギ」ートmolker手しをしぼるJ) (Dijk 1997 : 115変更)

Der wurdtゆeliten.rだれかがりンゴを食べている(非人称受動)J

(apel iリンゴJ十itei食べるJ) (ib. 114) 

③ 現在形・過去形

Timen aaisiket. rティメンは(野鳥の)卵探しをしているJ (aair卵」十

sykje r探すJ) (ULI'S， A : 19 : 13) 

Sjerp noassnute wakker. iシェルプは大きく鼻をかんだ、J(noasi鼻」十

snute r (鼻を)かむJ) (Dijk 1997 : 30) 

Hja bibelliezen en ρsalmsoηgen mei elkoar. r彼らはたがい

読み，賛美歌を歌いあったJ (bibel r聖書J+leze r読むJ，psalm r賛

美歌」十sjonger歌うJ) (WFT 2/1986 : 248正書法変更)

『オランダ語やドイツ語でも抱合動詞は定形では一般に使いにくい。たとえ

ば，ドイツ語のstaubsaugeni電気掃除機で掃除する」について， Klappen・

bach/Steinitz (1978 : 3557)は現在形staubsaugtと過去形staubsaugteは

一般に用いない(ung巴brauchlich)と記している。オランダ語でも，たとえ

ばVanDale (199212: 2275)は pianospelenrピアノをひく」は不定形で

のみ用いる (alleenop onbep. wijs)と記している。

(c) 統語的制約の存在理由

上記の統語的制約は，抱合動詞が動詞句表現と競合することと関係がある。

たとえば，語象的に罰定した抱合動認のなかには，対応する動詞匂表現を例

外的に欠くものが少数あるが，そのような抱合動詞ではとくにこの制約が弱

し〉。

sykhelje i呼吸する」件*(de) syk helje i間在」

Hja sy妨elletrestich. i彼女は静かに患をしているJ (Dijk 1997 : 31 

変更)

。本Hjahellet restich (de) sike. r同上J (ib. 31変更)
immen net sykheljen hearre meie iある人がいやでたまらない(ェあ

る人の患づかいを聞くに酎えない)J (Zantema 1984 : 860) 

ザドimmennet (de) sike heljen hearre meie i向上J

一方，対応する動詩句表現が存在し，語象的に固定していない抱合動認は，
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上記の(a)の①から@までの構文に限られる。

そのような構文では，名詞句が動詞の左側に隣接する動詩句表現は不可能

である。

① 第 2不定詞の名詞用法

ザ(It)in waskmasine keapjen/ (It) waskmasinekeOoρ1}en} is moedsum 

wurk. r洗濯機を買うのは骨の折れる仕事だ」

By {*it in waskmasine keapjen/ it waskmasinekeOoρ1}en} hat er yn 'e 

winkel syn freondinne met. r洗濯機を買っているときに，彼はf吉の

中で、恋人に会ったJ

② r oan it十第2不定詰構文J (進行中の動作)

日yis {*oan it in waskmasine keapjen/oan it waskmasinekeapjen}. 

「彼は洗濯機を買っているところだ」

③ 第2不定諮の前置詫用法

Hy giet nei de winkel ta いtein waskmasine keapjen/ te wask-
masinekeapjen}. r彼は}主に洗濯機を買いに行く」

④ 第 2不定詰の文用法

Syn freondinne helpt him {*te in waskmasine keapjen/ te wask-

masinekω!tjen}. r彼の恋人は彼に洗濯機を買う手伝いをするj

①で名語句inwaskmasine r洗濯機」を用いるには，前謹語句にしなけれ

ばならない。

It keapjen fan in waskmasine is moedsum wurk. r同上」

By it keapjen fan in waskmasine hat er yn 'e winkel syn freondinne 

met. r向上J

②では oanitの左簡に名詞匂を置く動詞句表現ならできる。

Hy is in waskmasine oan it keapjen. r同上」

しかし，不定調の左側に名詞句が隣接するときには，動詞勾表現は許されな

し〉。

③と④では teの左側に名詞勾を置くことはできない。これはオランダ諮

やドイツ語にはない不定詰の用法である(Hoekstra1997 : 84 ff. )。
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*狂ygiet nei de winkel ta in waskmasine te keapjen. r問上」

本Synfreondinne helpt him in waskmasine te keapjen. r向上」

したがって，①から④までの構文で名詞句を動詞の左側に隣接させる場合

には，名詞抱合によって名詞匂を動詞に取りこまなくてはならない。

f也の構文ではそのような必要はなく，逆に名詞抱合は制約を受ける。例:知

覚動詣構文

Hy sjocht har {in waskmasine keapjen/*waskmasinekea.ρieη}. r彼は彼

女が洗濯機を賢うのを見ている」

『③と@では，冒頭に omをつけて不定詞匂を導入すれば，動詞勾表現が可能

である。しかし，これは不定詞の別の用法による構文であり，逆に，抱合動

語は許されなくなる。

Hy giet n巴 dewinkel ta {om in waskmasine te keapjen/*om te 

ωαskmasinekeaJう']eηl.r向上」
Syn freondinne helpt him {om in waskmasine te keapjen/*om te 

waskmasinekeapjen}. r陪上」

相知覚動詞構文の第2不定詰 (ren-不定詰J)は古くは現夜分詞だった。

的にも名調的な性質は強くない。

(9) 存在理由

他のゲルマン語とは異なって，西フリジア語(あるいはフリジア語群一般)

ではなぜこのような名調抱合が可能なのだろうか。歴史的・類型論的視点を

交えて説明してみたい。

西フリジア語の名詫抱合はオランダ語やドイツ語と持様に，合成名詞的表

現からの「逆成J (フ.de tebekfoarming，エ.back-formation)によると

考えられる O

オ.stogzuiger'電気掃除機」→ stofzuigen'電気掃除機で掃除するJ

ド.Staubsauger '向上」→staubsaugen'向上J

しかし，西フリジア語の「逆成」は純粋な合成名詞から行なわれるのでは

ない。なぜなら，西フリジア語には，ドイツ語やオランダ語には見られない，

名詞的な性質と動詞的な性質をあわせもつ第2不定詞(，en-不定詞J)が存在

するからである O
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(8)(a)の①から④の構文は，いずれも第2不定詔による(①では部分的に第

1不定詰(，e-不定詞J)も可)。とくに，不定詔の前聾認用法(③)と文用法

(④)はドイツ語やオランダ語には見られない。不定詞の章で述べるように，

第2不定詞は第1不定詞よりも名詩的な性繋が強く，動詞的な性質が弱いの

で，上記の用法では時的語名詩句を荏接支配できない。したがって，動詞匂

表現は不可能であり，その名詞的性質によって「逆成J がなされると考えら

れる。つまり，たとえば kofjedrinke'コ…ヒーを飲む」という抱合動詞は，

宝ofje'コーヒーを」十drinken'飲む(ことuの田enがdrink-だけでなく，
kofjedrink-全体に及ぶように再解釈された結果と考えられる。酋フリジア語

の第2不定詞の語尾周回は名詞的性質が強いので， kofjedrinkenのkofjeは

drinkenに支配された話的語名諦匂とは理解されず，kofjeとdrinkenという

ふたつの名詞的表現がひとつになって， kofjedrinken全体で合成名詩的な表

現を形成することになる。一方， -enは動詞的性質も兼ね備えているので，

kofjedrinkenから -enを除けば，残りの部分は動詞語幹としても理解されや

すい。これに第1不定詞の語尾-eが付加されて，kofjedrinkeという抱合動請

が形成される O

<[kofje]N十く[drink-]v [en] N>N}N 

→〈く[kofje]N [drink-] v>v十[en]Nλ

→< < [kofje] N [drink-] v>v十[e J v}v 

ドイツ語やオランダ語と違って，西フリジア語の語形変化の種類が名詞抱合

によっても変わらない(すなわち，強変化動詞は強変化のままであること)

のは， ドイツ語やオラン夕、語では名詞抱合が純粋な合成名詞からの「逆成」

に由来するために，抱合以前の動詩的特徴が抱合動認に浸透しないのにたい

して，西フリジア語では不定詣(=第2不定詞)に由来するために，そのよ

うな浸透が容易になされるからであるのijk1997 : 165 ff.， Hoekstra 

1998 : 58) 0 

こうした名詞抱合は語桑的に毘定すると，上記の不定調構文以外にも広く

用いられ，定形でも許されるようになる。名詞抱合の生産性が高く，新しい

抱合動詞が容易に生まれるのは，不定詞からの「逆成J が現代の茜フリジア
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語の語形成規則に存をするためであり，統語的・;意味的な条件にかなった場

合に多用されるのだと考えられる。

このように，酉フリジア語の名詩抱合は，第2不定詞の -enという形態的な

根拠に支えられた一部の構文で現われやすく，統語的に条件づけられている O

また，抱合動詞は他動詞を自動詞牝するなど，動詞の項構造を変化させる統

語的な役割を担う。しかし，抱合動詩には kofjedrinkelコーヒーを飲む」の

ような「名詞十動詔」型の動詞句表現に対応するもののほかに I前置詞匂十

動諦」型の動語表現に対応するものも数多くある(例.pianospylje Iピアノ

をひく」←[op'e piano] pp [spylje] v)。加えて，名詞抱合の可否は意味的な条

件に強く依存し，抱合動諦にはしばしば意味的な拡大が認められる。さらに，

被抱合名詞の語形は単数形や護数形とも異なり，部分的に合成語の成分と共

通している。そして何より，抱合動調は 1語である。以上のことは，西フリ

ジア語の名詞抱合が形態的な根拠に基づく統語的な操作によるものではな

く，意味的な制約を伴った生産的な語形成規則であることを示している。

伊 Dijk(1997: 185 f.)は第2不定諮からの「逆成」は，西フリジア語では統

語的現象として過去に起こったのであり，適時的(diachronic)なレベルに

属し，その影響が現代語にも残っているものの，今日では語象的(j巴xicall

で，しかも生産的な (productive)な現象に変化していると考えている。こ

の説明では歴史的な立場を混入することによって，現代西フリジア語の名

詞抱合の性格づけがあいまいになってしまっている。

ちなみに，盤史的には，名詞抱合の例は古ブリジア語にはなく，中期フリジ

ア語から見られるようになる(最古の例は 1599年。 ib.172)。

類裂論的に見ると，ゲノレマン語のなかでは，詞じく第2不定詞を有する北ブ

リジア語や東フリジア語(東フ.s日eltersk)に，酋フリジア語にほぼ比肩
できるような広範囲にわたる名詞抱合が存在する(Dyk1992 b)。また，地

理的に西フリジア語の東側に隣接するオランダ語ブローニンゲン方言(オ.

Gronings)にも存在するが，これはフリジア語の基層に由来するという説

がある (D司k1997 : 192)。ただし，北フリジア語ブェリング方言(北フ.

fering) とオランダ語フローニンゲン方言の名詔抱合は不定形に限られて

おり，頻度も生産性もそれほど高くない (ib.195 fλ 
商ブリジア語では上述のように，名詞抱合が義務的な構文があるが，北ブリ

ジア語や東フリジア諾，それにオランダ語フローニンゲン方言では，すべて

の構文において名詞匂表現が競合し，名詞抱合が衰退する傾向が認められ
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る。すでに述べたように，名詫抱合はアスペクトや限定・修飾の点、で制約が

あり，動語句表現に比べて使用範践が狭いことも，この傾向に拍車をかけて

いる Ob.197 ff.)。
英語は不定調(例.to eat)にたいして動名詞(例.eating)を区別する点

で，西フリジア語と共通している。合成動謂にも .erーのほかにーingを伴う合

成名詞からの逆成によるものがある (typ巴writing→totypewrite， sight-

seeing→to sight-see)。ただし，直接目的語よりも前置調句として現われ

る副調的な文成分を含むものが庄倒的に多く，前者の型の合成動謡は定形

で現われにくく，完全な動詞になりきっていない(例.they go sight-seeing 

特ホtheysight-saw) (影山 1997: 51 f.)。これは英語の諮順がvo裂である
ことと関係がある。名詞牲の強い動名詞ーingという明確な形態的手段が

あっても r直接目的語十動詞」という語願を義務的に形成する構文は，英

語にはとくに認められない。したがって，動名調による合成名詞的な表現が

合成動詞的な表現に再解釈される統語的条件が整わず，抱合動詞が形成さ

れにくいと考えられる Ob司 193ff.)。

それでは，最後に，名詞抱合にたいして r小辞抱合」 と間形であ

ることが多い小辞(エ.particle)が抱合されて抱合動詔を形成する現象)が

なぜ西フリジア諸に見られないのかということについて考えてみよう。この

種の合成動詞は，オランダ語やドイツ語と同様に，抱合動詞ではなしいわ

ゆる分離動詞を形成することが多い。例.

ブ. oankomme r到着するJ (hy komt . . . oan r彼は到着するJ)

オ.aankomen r向上J (hij komt... aan r向上J

ド.ankommen r向上J (er kommt . . . an r向上J)

しかし，上で述べたような第2不定詞による構文では，名詞抱合の場合と

同様に，小辞部分と動詔部分が義務的に隣接して現われるので，逆成による

抱合が起こってもおかしくない。

Hja giet {te o.ρreden/*op te reden}. r彼女は片付けに行く J (opreden 

「片付ける(分離動詞)J CHoekstra 1997 : 86) 

日ygiet {te hierknippen/*(it) hier te knippen}. r彼は散髪しに行く」

(hiernippe r散髪する(抱合動詞)J Cib. 86変更)

このことは次のように説明される。名詞抱合の特徴は，抱合以前の名詞匂

にたいして被抱合名詞が個別的な特定の指示物を示さず，これと意味的に呼
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応、するように，抱合以前の動詞勾表現にたいして抱合動詞が完結・完了を含

しない継続アスペクトを示す「行為動詞J (エ.activity verb)になり，ま

た，他動語を自動詞化するように動詞の項構造を変化させる点に求められる。

これにたいして，小辞抱合はこの特徴をひとつも満たさず，逆に，これと対

立する性質を示す。すなわち，小辞はそもそも個別的・特定的指示物とは無

縁であり，完結・完了のアスペクトを示す「達成動詞J(エ.achievement verb) 

や「完成動詞J (エ.accomplishment verb)を形成しやすく，名詞抱合とは

逆に自動詞を地動語化することがある。

西フリジア諾の抱合による非分離の合成動詞形成は名詞抱合に典型的に見

られるとすれば，このように，小辞抱合は名詩抱合と共通点がほとんどなく，

反対にこれと相容れない点があるために起こらず， OV型の西ゲルマン語に

共通のいわゆる分離動詞にとどまると考えられるO ちなみに，次に述べる形

容詞抱合は，継続アスペクトを示し，自動認の他動語化も起こさず，少なく

とも名詞抱合と相容れない点を有するわけではないために，数が少なく，

産性が高くはないものの，動誌の意味役割を充足する手段としての類推から，

許容されないわけではないと考えられる。

g 85 名詞抱合に類する現象

(1 ) 類別的名詞抱合

〔動詞ート名詞]: [VN]v 

名詞抱合とは逆の語)1震による非分離の合成動詞である。生産性は低く，少

なくとも 30語程度が確認できる。名詩は身体部位であり，おもに道具として

の役割をはたす。主語や直接目的語に相当するものも少数ある。主語の制御

内にある反射的・本能的・感情的動作を示し，前半部分の動詞の下位分類と

しての動作を示す。たとえば， stampfuotsje I足踏みする」はfoetI足」に

よる stampeI踏みつけるJの動作である。これは上述したような動詞の意味

役割を充足するタイプにたいして，動作を類別するタイプの名詞抱合といえ

る。ただし，語)1買と意味は大きく異なる。

stampfuotsje I足踏みするJ (stampe I踏みつける」十foetI足J)
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stoareagje'自を丸くして見つめるJ (stoarje'見つめる」十eage'自J)

skokskouderje r屑をすくめる(当惑・無関心などから)J (skokke r大

きく振るJ+skouderr麿J)

plokhierje rつかみあいのけんかをするJ(plokje/ploaits(j)e r摘む，

むしる，引っぱるJ+hierr髪J)

suzeboljer頭がくらくらする，めまいがするJ(suzeljerザワザワ音が

する，耳鳴りがするJ+bol r頭J)

skom悶/skumbekjer口魚、泡を飛ばすJ(skomje/ skumjer抱立つJ+bek

r(動物の)口」
「名詞十動詞」型の抱合動詞が併存する語も少数ある。

knars(el)toskje~toskeknarse r揖ぎしりするJ(knarse rギンギ、

を立てる，きしむJ+toskr額J)(op'e tosken knarse r向在J)

giselsturtsje~sturt(sje)giselje rしっぽを振るJ(giselje rすばやく動

かす，むち打つJ+sturtrしっ段J)

軍オラン夕、語ではそれぞれ stampvo巴ten，starogen， schokschoud日ren，plul心

haren， suizebollen， schuimbekken， knarsetandenという。オランダ語で

も同様に少なくとも 30語が確認できる (W巴ggelaar1986， De Haas/ 

Trommelen 1993:448f.)。ドイツ諾と英語にはほとんど閉がない。Dijk

(1997:7f.)は名詞抱合とは認めていない。

(2) 形容詞拍合

部詩的に用いられた様態を表わす形容認も動詞に抱合されることがある。

[形容詞十動詞]:A+V→[AV]v 

名詞抱合と悶様に，アクセントは前半部分にあり，分離しない。しかし，名

詩抱合に比べると数が少なく，生産性も高くない。

hurdrinne '疾駆するJ (hurd '速い，速く」十rinne'歩く，走るJ)

fierljeppe 'フィヱルリエベンをする(水路に立てた棒にとびっき，

対岸に届いた誼離を競うフリースラントの倍統的競技)J (fier'速い，

遠く J+ ljeppe ，(捧を使って)とぶJ)

moaiprate'お世辞を言う J (moai'美しい，美しく」十prate'話すJ)
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(Hoekstra 1998 : 58) 

kaldgniskje/ -gnize rにやりと笑う，苦笑する，あざ笑う J (kald r冷

たい，冷たく」十gniskje/gnizerにやりと笑う，苦笑する，あざ笑うJ)

raardwaan r妙なことをするJ (raar r妙な，妙に」十dwaanrするJ

(ib. 58) 

domprate rばか話をするJ (dom r愚かな，愚かに」十prater話すJ)

(ib. 58) 

tsjokiter満腹になるまで食べる，食事に呼ばれる J (tsjok r太ったJ+

ite r食べるJ

名詞抱合と同様に，ほとんどの場合に対応する動詞勾表現があり，意味の

異同も類似している。

hurdrinne r疾駆するJC?hurdrinne r速く走る」

moaiprate rお世辞を言う」仲立loaiprate r上手に話す」

fierljeppe rフィエルリエペンをするJC?fier ljeppe r速くまでとぶ」

構文上の制約も共通しており，語集約に国定した語だけが不定詞構文一般

や定形でも用いることができる。

日ykomt faak te tsjokiten. r彼はよくごちそうになりにやって来るJ

(Dijk 1997 : 7変更)

Hy hold op te raardwaan. r彼は妙なことをするのをやめた」

Hy fierljept moarn yn Kollum. r彼は明日，コルムでブイエルリエペ

ンをする(語集的に閤定した語)J (Hoekstra 1998 : 59) 

Pyt siet wer de hiele jun te domρraten. rピトはまた一晩中， (すわっ

て)ばか話をしていたJ (ib. 58変更)

。*Pytdomρrate wer ris de hiele jun. rピトはまた一晩中，ばか話を
していた(語業的に国定していない語)J (ib. 58変更)

t オランダ語のmooipratenrお没辞を苦う(不定形のみ)Jは抱合動詞だが，

hardlopen r疾駆する(不定形・定形)Jは分離動詔である。

(3) その他

名詞抱合や形容謂抱合とは本質的に異なるものの，一見，顎似している現
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象がある。アクセントは前半部分にある。

(a) 品詞転換 (dekonverzje) 

合成名詞を動詫に転換した名詞派生の動詫([[NN]N]V)である。たとえば，

sniebaljeは‘snie'雪」十balje'ボール遊びをするJ ではなく， sniebalの動語

化である O

sniebalje I雪合戦をする，雪玉を投げるJ (←sniebal 

skimerjunje I夕涼みをする，夕暮れ時にすわって歓談するJ (← 

skimerjun I夕暮れJ)

toskedokterje I歯医者に通う J (←toskedokter I歯医者J)

Grオランダ語にはsneeuwballenr雪合戦をする，三雪玉を投げるJ (←sneeuw-

bal r雪玄J)，ドイツ語にはschneeballenr同左J(←Schneeball r同左J)

などの例がある O

次の語も抱合動認ではなく，合成名詞の品認転換である。

hantwurkje r手芸をするJ(←hantwurk r手芸品J)
waarljochtsje r稲妻が光るJ(←waarljocht r稲妻J)

(2)の類別的名詩抱合のなかにも，これに類するとも解釈できる語がある。

trieneagje I自に涙をためるJ (trienje '涙が出るJ十each'目」または

trieneach I諜をためた呂J)

F オランダ議にはhandwerkenr向上J(handwerk r向上J)，weerlichten r悶
上J(weerlicht r関上J)，traanogen r向上J，(traan r向上J+oogr向上J
またはtraanoogr向上Jという語がある。ドイツ語には対応する動詞がな
し'0

(b) [動詞十動詞]: V十V→[VV]V

少数の語に限られる。 2つの動諮の並列に由来するが，今日ではもはやそ

のようには意識されていない (Sipma1949 : 60， Hoekstra 1998 : 32)。

fimeltiizje 'くだらないことで混乱するJ (←fimelje 'たわごとを

う」十tiizjeI混乱するJ)

achtenearje '敬う，尊重するJ (← achtsje/ achte '間在Jen earje'向

在J)

暗号担 jinhalde en drage rふるまう， ...という状況であるJ などの慣用句は分か
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ち欝きをし， haldeとdrageはともに語形変化する。

(c) 分離動詞(itskiedber tiidwurd) 

名詞部分と動詞部分が分離し，名詞抱合とは明確に異なる ([NV]v→[V...

NJv)。

dielnimme I参加するJ (hy nimt...diel I彼は参加するJ)

stanhalde IもちこたえるJ (hy haldt . . . stan I彼は負けないJ)

pleatsfine I開催されるJ (dat fynt . . . pleats Iそれは行なわれるJ)

世オランダ語では deelnemenI参加するJ (hij neemt... deel I彼は参加す

るJ)，ドイツ語では teilnehmenI同左J(εr nimmt . . . teil I同左J)などの

例がある。
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